
 

GitHub Copilotを活用した次世代ソフトウェ
ア開発ワークフローの構築 
 

 

要旨 
 

本報告書は、ユーザーが開発中のPython/FastAPIおよびReact/TypeScriptプロジェクトに対し、
GitHub Copilotがソフトウェア開発ライフサイクル（SDLC）の各段階でどのように貢献できるか、その
実現性、具体的な方法、そして運用上の留意点を包括的に分析するものです。特に、設計書の自動

作成、多岐にわたる自動テストの導入、継続的デプロイメントの自動化、そしてバグ修正とプルリクエ

スト（PR）の自動作成といった、高度な開発プロセスに関する要望に焦点を当てて検証しました。 

分析の結果、ユーザーが挙げたすべての要望は技術的に実現可能であることが明らかになりまし

た。ただし、その実現には、GitHub Copilotを単なるコード補完ツールではなく、開発プロセス全体を
支援する強力な「コパイロット」として位置づける必要があります。特に、バグ修正やPRの自動作成と
いった自律的な機能は、より上位の料金プランと、人間による最終的なレビューが不可欠です。本報

告書は、これらの高度な機能を活用するための具体的な戦略と、導入に伴う潜在的な課題を提示す

ることで、開発チームがより効率的で、高品質なソフトウェアを迅速に提供するための道筋を示しま

す。 

 

第1章：GitHub Copilotの基本機能と開発における役割 
 

 

1.1. GitHub Copilotの概要と主要機能 
 

GitHub Copilotは、OpenAIが開発した大規模言語モデルを基盤としたAIコーディング支援ツールで
あり、開発者の生産性を劇的に向上させることを目的としています 1。その機能は単一の作業に留ま
らず、開発ワークフロー全体に深く統合されています。 



GitHub Copilotの主要な機能は、主に以下の3つに分類できます。 

●​ コード補完機能（Code Completion）: これはGitHub Copilotの最も核となる機能であり、開発
者がコーディング中に次に書くべきコード、関数、コメント、またはコードブロック全体をリアルタ

イムで提案するものです 3。文脈を理解し、現在のファイルや関連するファイルの内容に基づい
て、まるでペアプログラミングを行っているかのように高精度な提案を行います 4。 

●​ チャット機能（Copilot Chat）: Visual Studio CodeやJetBrainsなどの統合開発環境（IDE）内、
さらにはGitHub.com上でAIと対話しながら作業を進めることができる機能です 3。コードの生成
や修正、デバッグの支援、ドキュメントの作成など、自然言語で指示を出すことで様々なタスク

を支援します。特に、特定のコード範囲を選択して質問したり、​
/fix、/doc、/testsといったスラッシュコマンドを使用することで、目的のタスクを効率的に実行で
きます 2。 

●​ エージェント機能（Coding Agent）: GitHub Issuesと緊密に連携し、特定の開発タスクを自律
的に実行する高度な機能です 6。バグの修正、機能の追加、テストカバレッジの改善、ドキュメ
ントの更新など、Issueに割り当てられたタスクをGitHub Actionsが提供する一時的な開発環境
内で分析し、必要な変更を加えて自動でPRを作成します 6。 

 

1.2. 料金プランと機能の関係性：必須となる選択肢 
 

GitHub Copilotは、個人の開発者から大規模な企業まで、多様なニーズに対応するための複数の
料金プランを提供しています 3。ユーザーの要望は、単なるコード補完を超えた、高度な機能の利用
を前提としています。特に、バグ修正とPR自動作成の要望は、GitHub Copilot Coding Agentに該
当し、これは一部のプランでのみ利用可能です 8。 

以下の表は、各プランの主要機能と料金をまとめたものです。この表から明らかなように、ユーザー

の要望である「バグ修正とPR自動作成」を実現するためには、GitHub Copilot Pro、Copilot 
Business、またはCopilot Enterpriseプランのいずれかに加入する必要があります 8。 

プラン名 月額料金（ユーザー

あたり） 
主要機能 ユーザーの要望との

関連性 

Copilot Individual 無料（限定利用） コード補完、チャット

（一部機能） 
最小限の機能に限

定されるため、要望

を満たすには不十分 

Copilot Pro 10 USD コード補完、チャッ

ト、エージェント機能

（Coding Agent） 

バグ修正とPR自動
作成の要望を満たす

最小プラン 



Copilot Business 19 USD Proの全機能、ポリ
シー管理、セキュリ

ティ強化機能など 

チーム・企業での利

用に最適 

Copilot Enterprise 39 USD Businessの全機能、
高度なポリシー管

理、組織向け機能な

ど 

大規模企業での利

用に最適 

 

1.3. 開発効率と品質向上への影響 
 

GitHub Copilotの導入は、開発者の生産性とコードの品質に明確な好影響をもたらすことが複数の
調査で示されています。GitHubの最新調査によると、Copilot利用者はコード作成速度が最大55%
向上し、仕事への満足度が75%高いと報告されています 6。さらに、Copilotを使用して書かれたコー
ドは、機能性、可読性、信頼性、保守性、簡潔性において大幅に向上するというデータも存在します 
11。 

この生産性向上は単にタイピングの速度が上がるという表面的なものではありません。Copilotの
チャット機能やコード補完機能は、開発者が低レベルな定型作業から解放されることを意味します 2

。これにより、開発者はより多くの認知リソースを「問題の定義」や「設計の検討」といった、より創造

的で複雑なタスクに集中させることができます 6。この思考様式の変化が、根本的な生産性向上を生
み出しているのです。また、Copilotはテストコードの生成を支援し、人間が見落としがちなエッジケー
スを提案することで、バグを早期に発見し、コードの品質を高める効果ももたらします 11。 

 

1.4. 考察 
 

GitHub Copilotの導入は、ソフトウェア開発におけるパラダイムシフトを意味します。従来の開発は、
頭の中で設計し、それをコードに変換する作業が中心でした。しかし、Copilotの登場により、その「変
換」プロセスがAIによって劇的に効率化されました。これは、開発者の主要な役割を、低レベルな実
装作業から、より高度な問題設計やソリューションのアーキテクチャ検討へと移行させるものです 3。 

この変化は、開発者に新たなコアスキルを要求します。第一に、より良い結果を得るためにAIに明確
で具体的な指示を与える「プロンプトエンジニアリング」の能力です 13。第二に、AIが生成したコード
やドキュメントの品質を厳しく評価し、レビューする能力です 14。AIは完全ではなく、不正確な情報（ハ
ルシネーション）を生成する可能性も否定できません。したがって、AIの提案を鵜呑みにせず、最終



的な責任は人間が持つという文化をチームに根付かせることが不可欠です 6。これらの新たなスキ
ルを習得し、開発プロセスに統合することで、GitHub Copilotの真の価値が最大限に引き出されま
す。 

 

第2章：ソースコード分析と設計書自動生成の可能性 
 

 

2.1. Copilotによるドキュメント生成の原理 
 

GitHub Copilotは、ソースコードを解析し、その内容に基づいたドキュメント生成を支援します。この
機能は主にCopilot Chatを通じて利用され、/docコマンドやコンテキストの指定によって、コードの概
要や詳細な説明を生成することができます 1。 

Copilotのドキュメント生成の精度は、提供されるコンテキストの質に大きく依存します 13。Copilotは
編集中のファイルだけでなく、関連するファイル、過去のチャット履歴、さらには 

@workspaceや@projectといったチャットパーティシパントを使用することで、プロジェクト全体のコン
テキストを把握することができます 13。例えば、 

@workspaceと入力して「このプロジェクトでどのようなアプリを作っているのか」と尋ねると、複数ファ
イルにまたがるプロジェクト全体の概要を回答することが可能です 18。これにより、ファイル単体では

理解しにくい複雑なロジックやディレクトリ構成についても、包括的な説明を得ることができます 18。 

 

2.2. 設計書生成への応用：現実と理想のギャップ 
 

GitHub Copilotは、ユーザーの要望する設計書作成タスクを劇的に効率化します。 

●​ 要件定義書: Copilotは、自然言語での会話や既存のコードベースから「要件の抽出」を支援す
る有用なツールとなり得ます。しかし、要件定義はビジネスサイドとの複雑なコミュニケーショ

ン、市場分析、ステークホルダー間の合意形成を伴うため、Copilotが単独で作成することは不
可能です。あくまで、人間が定義した要件を明確化し、文書化する際の補助ツールとして活用す

べきです。 
●​ 基本設計書・詳細設計書: Copilotは、ソースコードのコンポーネント構造や関数・クラスの役割

を分析し、Markdown形式で説明を生成する能力を持っています 1。特に、​



/docコマンドは関数の目的、パラメータ、期待される出力を詳細に記述したインラインコメントを
生成するため、詳細設計書の一環として大きな威力を発揮します 5。ただし、システム全体の
アーキテクチャや、サービス間の連携ロジックといった高レベルな設計は、コードベースの分析

だけでは完全に捉えきれないため、人間が手動で加筆・修正する必要があります。 

 

2.3. MarkdownとMermaid形式の生成 
 

Mermaidは、Markdownテキストでフローチャートやシーケンス図などのダイアグラムを生成できる
ツールです 19。GitHub Copilotは、このMermaid記法を理解し、テキストベースで図を自動生成する
ことが可能です 19。 

具体的な図の生成には、Copilot Chatに対して「Mermaid記法で〜のフローチャートを作成してくだ
さい」といった具体的なプロンプトで指示することが効果的です 21。この際、ユーザーのプロジェクト構

成（FastAPIサーバー、Pythonクライアント、Reactクライアント）を明記することで、より精度の高い図
が期待できます。 

以下は、ユーザーのプロジェクト構成をMermaidのフローチャートで表現するコード例です。 

図1：Mermaid形式によるシステム構成図の自動生成例 

 

コード スニペット 

 
 
graph TD​
    subgraph クライアント​
        C1 -->|requests| C2(FastAPI Server)​
    end​
    subgraph サーバー​
        C2(FastAPI Server) -->|データ取得/送信| DB[(データベース)]​
    end​
    subgraph クライアント​
        C3[Python Client] -->|requests| C2(FastAPI Server)​
    end​
 
このMermaidコードは、クライアントがFastAPIサーバーにリクエストを送信し、サーバーがデータ
ベースと連携する、という基本的なシステム構成を視覚的に表現しています。Mermaidはテキスト
ベースであるため、変更やバージョン管理が容易であり、ドキュメントの鮮度を維持する上で非常に



有用です 20。 

 

2.4. 考察 
 

GitHub Copilotによるドキュメント生成は、単にドキュメント作成の手間がなくなるという単純な話で
はありません。これは、ソフトウェア開発における「ドキュメントの陳腐化（Doc-Rot）」という長年の課
題を解決する可能性を秘めています 20。 

AIがコードの変更に追従して自動的にドキュメントを更新するパイプラインを構築することで、ドキュメ
ントは「レガシー資産」から「継続的に価値を生む資産」へと位置づけが変化します。この自動化の恩

恵を最大限に享受するためには、GitHub Actionsと連携し、コードの変更（git push）をトリガーとして
ドキュメントを自動生成・更新するワークフローを構築することが効果的です 22。これにより、ドキュメ

ントが常に最新の状態に保たれ、開発チーム全体の情報共有と生産性が向上します。AIが生成した
ドキュメントは、その正確性や網羅性を人間がレビューし、必要に応じて加筆修正するプロセスが不

可欠であり、このレビュープロセスを通じてドキュメントの品質が確保されます 14。 

 

第3章：Python（FastAPI）の自動テストパイプライン構築 
 

 

3.1. pytestを利用したUT/IT生成の実現性 
 

GitHub Copilotは、ユーザーが指定したpytestフレームワークに準拠した単体テスト（UT）および結
合テスト（IT）の自動生成を支援します。Copilot Chatの/testsコマンドを使用すると、テスト対象の
ファイルやコードブロックに基づいて、テストコードを提案してくれます 5。 

高品質なテストコードを生成させるためには、テストの目的と種類をプロンプトで明確に指定すること

が重要です 13。以下に、Python/FastAPIプロジェクトにおける効果的なプロンプトの例を示します。 

テーブル2：pytestテスト生成のための効果的なプロンプト例 

テストの種類 目的 プロンプト例 

単体テスト（UT） 特定の関数やクラスのビジネ このPython関数の単体テス



スロジックを独立して検証す

る。 
トを、pytestを使って生成して
ください。入力の有効性、境

界値、エッジケースを含めて

ください。 

結合テスト（IT） クライアントがFastAPIのエン
ドポイントにアクセスし、シス

テム全体が意図通りに動作

するかを検証する。 

このFastAPIエンドポイントに
対する結合テストをpytestと
requestsを使って作成してく
ださい。ステータスコードの検

証、レスポンスデータの構造

と内容の検証を含めてくださ

い。 

 

3.2. GitHub Actionsによる自動テスト実行環境の構築 
 

生成されたテストコードは、GitHub Actionsによって自動的に実行されるCI/CDパイプラインに組み
込むことができます。ユーザーの開発環境（Windows 11）と実行環境（Linux/Ubuntu）の差異を吸収
するため、GitHub Actionsのubuntu-latestランナーを使用することが推奨されます 25。 

以下は、pytestの自動テストを実行するワークフローの基本的な構成です。 

1.​ ワークフローのトリガー: pull_requestイベントなど、コードがリポジトリにプッシュされた際に実
行されるように設定します。 

2.​ 依存関係のインストール: actions/setup-pythonアクションを使用してPython環境を構築し、
pip installコマンドでpytestやpytest-covなどの必要なライブラリをインストールします。 

3.​ テストの実行: pytestコマンドを実行します。この際、--junitxmlオプションを使用してテスト結果
をXML形式で、--cov-report=xmlオプションでカバレッジレポートをXML形式で出力します 27。 

4.​ 成果物の保存: actions/upload-artifactアクションを使用し、テスト結果のXMLファイルとカバ
レッジレポートをGitHub Actionsの成果物（Artifacts）として保存します。これにより、テストが失
敗した場合でも後から詳細なログを確認できるようになります。 

 

3.3. テスト結果とカバレッジの可視化と保存 
 

テストが実行された後、その結果とカバレッジを開発チームが容易に確認できるようにすることが重

要です。GitHub Actions Marketplaceには、これらのレポートをプルリクエストのコメントとして自動



投稿するサードパーティ製アクションが多数存在します。 

●​ MishaKav/pytest-coverage-comment: このアクションを使用すると、pytestで生成されたカバ
レッジレポートを、プルリクエストのコメントに詳細なテーブルとして追加できます 27。 

●​ dima-engineer/pytest-reporter: このアクションも同様に、テスト結果とカバレッジ情報をコメン
トとして提供します 29。 

これらのツールを組み合わせることで、開発者はプルリクエストの画面から直接、コードの品質を定

量的に把握できます。これにより、「テストを増やすべき」といった抽象的な議論から、「この関数のカ

バレッジが低いから改善しよう」といった具体的な議論へとコミュニケーションが変化し、チーム全体

のレビュー文化が向上します 27。 

 

3.4. 考察 
 

GitHub Copilotによるテストコードの自動生成は、テスト駆動開発（TDD）のサイクルを加速させ、開
発者がより迅速にテストを作成し、実装を進めることを可能にします 2。しかし、AIが生成したテスト
コードの品質は、人間のレビューによってさらに向上します 14。AIは人間が見落としがちなエッジケー
スを網羅する一方、開発者の経験とドメイン知識を組み合わせることで、最適なテストを作成すること

ができます 12。 

このプロセスは、テストコードの作成という作業が、単なる「実装」から「AIの提案を評価し、洗練させ
る」という、より高次のプロセスへと移行したことを意味します。生成されたカバレッジレポートを自動

的に可視化し、プルリクエスト上で共有することで、チームはコード品質を客観的な指標で議論でき

るようになります。これは、レビュープロセスの標準化と効率化に繋がり、結果としてソフトウェアの信

頼性を高めることになります 30。 

 

第4章：React（TypeScript）の自動テストパイプライン構築 
 

 

4.1. Vitestを利用したUT/IT生成の実現性 
 

React部分のテストにおいても、GitHub CopilotはVitestに準拠したテストコードの生成を強力に支援
します。VitestはViteをベースとした高速なテストフレームワークであり、ネイティブESMサポートや
ホットモジュールリプレイスメント（HMR）などの利点により、特にモダンなJavaScript/TypeScript開



発環境において優れたパフォーマンスを発揮します 31。 

Copilot Chatの/testsコマンドは、describeブロックやmockの初期化といったテストコードの「足場」
を自動で生成するため、テストコードの記述に不慣れな開発者でも、迅速にテストの基礎を構築でき

ます 32。これにより、開発者はテストの具体的なロジック（ 

expectの内容）という本質的な部分に集中することができます。 

Vitestは単体テスト（UT）と結合テスト（IT）の両方に使用可能です。UTはコンポーネントを隔離してテ
ストし、ITは複数のコンポーネント間の連携をテストします 33。以下に、これらのテストをCopilotに生
成させるための効果的なプロンプトの例を示します。 

テーブル3：Vitestテスト生成のための効果的なプロンプト例 

テストの種類 目的 プロンプト例 

単体テスト（UT） 特定のReactコンポーネント
やカスタムフックの機能を独

立して検証する。 

このReactコンポーネントの
単体テストをVitestと
@testing-library/reactを
使って生成してください。 

結合テスト（IT） 複数のコンポーネントが連携

して動作する画面や機能の

テスト。 

この(http://react.dev)ページ
の結合テストをVitestと
@testing-library/reactを
使って作成してください。ユー

ザーがボタンをクリックした後

の状態変化を検証するテスト

を含めてください。 

 

4.2. GitHub Actionsによる自動テスト実行とカバレッジレポート 
 

React（TypeScript）の自動テストも、GitHub ActionsのCIパイプラインに組み込むことができます。
runs-on: ubuntu-latestランナー上でactions/checkoutとactions/setup-nodeアクションを使用し、
npm installやyarnなどのパッケージマネージャーで依存関係をインストールします 26。 

Vitestは、テスト結果とカバレッジレポートをJSON形式で出力する機能を持っています 34。このレ

ポートを 

vitest-coverage-report-actionなどのサードパーティ製アクションと組み合わせることで、カバレッジ

http://react.dev


情報をプルリクエストのコメントとして自動的に可視化できます 34。これにより、変更が既存のテスト

カバレッジを損なっていないかを一目で確認でき、コードレビューの質を向上させます 34。 

 

4.3. 考察 
 

AIによるテストコード生成は、テスト作成という作業の性質を変え、開発者がより本質的なタスクに集
中することを可能にします 15。Copilotは、テストの初期設定や定型的なコードの生成を肩代わりする
ことで、開発者にテストロジックの設計という、より高次の思考を促します。 

また、Vitestの高速なテスト実行は、ローカル開発環境でのテスト・修正・再テストのサイクルを劇的
に短縮します 31。この高速なフィードバックループは、開発者がより多くのテストケースを手動で検証

し、自信を持ってコードをCIパイプラインにプッシュすることを可能にします。これにより、CI/CDパイプ
ラインは、単なる自動実行環境ではなく、開発者が品質を確信するための最終的な検証ポイントとし

て機能するようになります。このプロセスは、AIと人間の協力によって開発ワークフロー全体が効率
化されるという、より広範な影響を示しています。 

 

第5章：システムテストとエンドツーエンドテストの自動化 
 

 

5.1. Playwrightを利用したST生成の実現性 
 

ユーザーは、システム全体を網羅するシステムテスト（ST）をPlaywrightで作成することを望んでいま
す。Playwrightは、WebアプリケーションのUIを操作してエンドツーエンド（E2E）テストを自動化するた
めの強力なフレームワークです。Copilot Chatの/testsコマンドは、このPlaywrightに準拠したE2Eテ
ストコードの生成を支援する能力を持っています 36。 

E2Eテストは、ユーザーの複雑な操作シナリオを記述する必要があるため、その作成は非常に手間
がかかります。Copilotは、この面倒な作業を効率化する上で非常に有用です 38。より質の高いテス

トコードを生成させるためには、AIに「ユーザーがログインし、〜のボタンをクリックしたら、〜のペー
ジに遷移するテストをPlaywrightで作成して」のように、具体的な操作手順や期待される結果を詳細
に記述したプロンプトを与えることが不可欠です 13。 

 



5.2. GitHub ActionsでのST実行とレポート保存 
 

生成されたPlaywrightテストは、GitHub ActionsのCI/CDパイプラインに組み込むことで自動実行で
きます。GitHub Actionsランナーは、Playwrightのテスト実行に必要な環境を容易に構築できます。 

テストの実行結果を保存するためには、Playwrightが生成するインタラクティブなHTMLレポートを
GitHub Actionsの成果物としてアップロードすることが最も効果的です 39。この際、 

if: always()オプションをactions/upload-artifactアクションに追加することで、テストが失敗した場合
でも必ずレポートが保存され、デバッグが容易になります 39。 

大規模なテストスイートの場合、テスト実行時間を短縮するためにPlaywrightのテストシャーディング
機能が非常に有用です 41。この機能は、テストを複数の小さな「シャード」に分割し、複数のGitHub 
Actionsジョブで並列に実行することを可能にします。全てのシャードが完了した後、 

npx playwright merge-reportsコマンドを使用して、すべての結果を統合した単一のレポートを生成
し、保存することができます 41。 

 

5.3. 考察 
 

AIがE2Eテストの作成を支援することで、開発者は「単体テストでは発見できないバグ」を早期に発見
できるようになります 33。Copilotの支援は、E2Eテストの導入をより身近なものにし、これまで導入を
ためらっていたプロジェクトでも、より網羅的なテストスイートを構築できるようになります。 

さらに、GitHub Actionsと連携してテスト結果レポートをプルリクエストにコメントしたり、GitHub 
Pagesに公開したりするワークフローを構築することは、単にテストを実行するだけでなく、その「結果
をチームで共有し、議論する」というプロセス全体を効率化します 42。これは、AIが開発の「作業」だ
けでなく、チームの「コミュニケーション」にも影響を及ぼすという、より深いレベルでのワークフローの

変革を示しています。テストレポートをPRに自動投稿することで、レビュー担当者はテスト結果を確認
し、不具合の有無を迅速に判断できるようになります。 

 

第6章：コードの自動デプロイメント戦略 
 

 



6.1. Copilotのデプロイ支援機能 
 

ユーザーはデプロイに関するアイデアがないと述べていますが、GitHub Copilotはデプロイメントの
スクリプトやマニフェストファイル、CI/CDワークフローのアイデア生成を支援できます。Copilot Chat
に対して「Windows開発環境からUbuntuサーバーにFastAPIとReactをデプロイするためのGitHub 
ActionsのYAMLファイルを作成して」のように質問することで、具体的なワークフローの叩き台を生成
させることが可能です。 

 

6.2. 開発環境（Windows）から実行環境（Linux）へのCI/CDパイプライン 
 

ユーザーの開発環境（Windows 11）と本番環境（Linux/Ubuntu Server 24.04.x）のギャップを埋める
ための最もシンプルで堅牢なデプロイメント戦略は、GitHub ActionsとSSHを組み合わせる方法です 
44。このアプローチでは、ローカルのWindows環境から直接デプロイするのではなく、GitHub 
ActionsのワークフローがLinux環境のランナー（ 

ubuntu-latest）上で動作し、そこからSSH経由で本番サーバーに接続してデプロイを実行します 44。 

以下に、このパイプラインの概念図と具体的なステップを示します。 

図2：Windows→Linux自動デプロイメントパイプライン 

1.​ コードのプッシュ: 開発者がWindows 11上の開発環境からGitHubリポジトリのmainブランチに
コードをプッシュします。 

2.​ GitHub Actionsのトリガー: mainブランチへのプッシュを検知し、GitHub Actionsワークフロー
が自動的に起動します。 

3.​ CI/CDランナーの起動: runs-on: ubuntu-latestでLinux環境のランナーが起動します。 
4.​ チェックアウトとビルド: actions/checkout@v4で最新のコードをチェックアウトし、Pythonと

Node.jsの環境をセットアップします。次に、FastAPIとReactのビルド（依存関係のインストール、
Reactの静的ファイルのビルドなど）を実行します。 

5.​ SSHデプロイ: appleboy/ssh-actionなどのSSHアクションを使用し、GitHub ActionsのSecrets
に安全に保存されたSSH秘密鍵を用いて本番Ubuntuサーバーに接続します 44。 

6.​ デプロイコマンドの実行: SSH接続後、git pullコマンドで最新のコードを取得し、アプリケーショ
ンサーバーの再起動など、必要なデプロイメントコマンドを実行します。 

このワークフローは、開発者が手動でサーバーに接続してデプロイする手間を完全に排除し、一貫

性のあるデプロイメントプロセスを確立します。SSH秘密鍵はSecretsに保存することで、セキュリティ
を確保できます 44。 

 



6.3. 考察 
 

ユーザーが抱える「Windows開発、Linux実行」という環境差分は、CI/CDパイプライン上で
ubuntu-latestランナーを使用することで効率的に吸収されます 26。これは、ローカル開発環境の再

現性や一貫性の問題を解決し、チームメンバー全員が同じ環境でテスト・ビルドできるという大きな

恩恵をもたらします。 

このデプロイメントの自動化は、アプリケーションの提供を加速させ、手動プロセスによるエラーのリ

スクを低減します 47。Copilotがデプロイメントスクリプトの生成を支援し、GitHub Actionsがそれを自
動実行することで、この「自律化」のサイクルがより迅速に確立できるのです。これにより、開発者は

デプロイメントという複雑なプロセスから解放され、より価値のある開発タスクに集中することができ

ます。 

 

第7章：バグ修正とPR自動作成の真相：GitHub Copilot 
Coding Agent 
 

 

7.1. 「バグフィックス・PR自動作成」は事実か？ 
 

ユーザーの「バグチケットを作成したら自動的にバグを分析してバグフィックスし、PRを自動作成して
くれる」という噂は、事実です 6。この機能は「GitHub Copilot Coding Agent」として提供されており、
GitHubのIssueと連携して開発タスクを自律的に実行します。 

動作の概要は以下の通りです 8。 

1.​ タスクの割り当て: ユーザーがGitHub Issueにバグの詳細を記述し、そのIssueをGitHub 
CopilotにAssignします。または、Copilot Chatで@githubや@copilotにメンションして、修正を
依頼します 6。 

2.​ エージェントの動作: CopilotはIssueに割り当てられたタスクを評価し、GitHub Actionsによって
提供される一時的な開発環境を起動します 8。この環境内で、コードベースを分析して問題の根
本原因を特定し、修正計画を立てます。 

3.​ 自動PR作成: Copilotは自律的にコードを修正し、必要に応じて自動テストを実行します。タスク
が完了すると、修正内容を含むドラフトのプルリクエストを自動で作成します 8。 

4.​ 人間によるレビュー: 作成されたPRは、人間である開発者がレビューします。必要に応じて、レ
ビューコメントを通じてCopilotにさらなる修正を指示することも可能です 9。 



 

7.2. 動作原理と環境構築 
 

この自律的な機能を利用するには、いくつかの前提条件があります。 

●​ 料金プラン: GitHub Copilot Coding Agentは、Copilot Pro、Business、またはEnterpriseプ
ランでのみ利用可能です 8。 

●​ リポジトリ設定: 利用するリポジトリでCoding Agent機能を有効化する必要があります 9。 
●​ コスト: Coding Agentの利用には、GitHub Actionsの実行時間と、Copilotのプレミアムリクエス

トが消費されます。これらは、アカウントに割り当てられた無料枠を超えると課金対象となります 
10。 

 

7.3. 考察とセキュリティに関する考察 
 

このエージェント機能は、GitHub Copilotが単なるコード生成ツールから、開発タスク全体を自律的
に実行するエージェントへと進化していることを示しています 8。しかし、これはAIが開発者を完全に
代替する「Autopilot」ではありません 6。AIは、不正確な修正（ハルシネーション）を行う可能性があ
り、AIが生成したコードやPRは、必ず人間が責任を持ってレビューする必要があります 6。このレ
ビュープロセスは、不具合の混入を防ぐための最後の砦となります。 

GitHubは、エージェントの悪用を防ぐためのセキュリティ対策を講じています 8。例えば、Copilot 
Coding Agentをトリガーできるのは、リポジトリへの 

writeアクセス権を持つユーザーに限られます 8。また、Copilotへのプロンプトは、GitHub独自のプロ
キシサービスで安全性がテストされ、有害な言語やハッキングの試みが検出されます 17。これらの対

策は、AIを活用した開発プロセスにおけるセキュリティリスクを軽減する上で非常に重要です。 

この機能は、開発者が日常の定型的なバグ修正や技術的負債の解消といった、時間がかかるが創

造性の低いタスクをAIに委譲することを可能にします 8。これにより、開発者はより複雑で、創造性を
要する作業に集中できるようになり、チーム全体の生産性とモチベーションが向上するという、ワーク

フロー全体への波及効果をもたらします。 

 

第8章：総合的な開発ワークフローの構築と運用上の留意点 
 



 

8.1. 提案するCI/CDパイプラインの全体像 
 

ユーザーの要望を統合すると、以下のような先進的なAI駆動型CI/CDパイプラインを構築することが
可能です。 

1.​ バグの発生: ユーザーや開発者がバグを発見し、GitHub Issueを作成します。 
2.​ バグフィックスの自動化: Issueを@copilotにアサインすると、Copilot Coding Agentが自動的

に修正作業を開始し、PRを作成します。 
3.​ コードの変更・プッシュ: 開発者またはCopilotがコードを変更し、GitHubリポジトリにプッシュし

ます。 
4.​ ドキュメントの自動生成: pushをトリガーに、GitHub Actionsがドキュメントを自動生成し、

GitHub Pagesに公開します。 
5.​ 自動テストとレビュー: pull_requestをトリガーに、GitHub Actionsがpytest、Vitest、Playwright

のテストを並列実行します。テスト結果とカバレッジレポートは自動的にプルリクエストのコメント

として投稿され、人間によるレビューを支援します。 
6.​ 自動デプロイメント: テストが成功し、PRがmainブランチにマージされると、GitHub Actionsが

SSH経由で本番サーバーに自動デプロイを実行します。 

このパイプラインは、手動の介入を最小限に抑えつつ、品質とスピードを両立させることを可能にし

ます。 

 

8.2. Copilotを最大限に活用するためのベストプラクティス 
 

GitHub Copilotを最大限に活用し、その価値を最大化するためには、以下のベストプラクティスを遵
守することが不可欠です。 

●​ 効果的なプロンプトエンジニアリング: AIへの指示は、曖昧さを避け、明確かつ具体的に記述す
ることが重要です 13。まず一般的な目標を伝え、次に具体的な要件や例をリストアップする、複

雑なタスクをより小さなタスクに分割するといった手法が有効です 13。 
●​ 継続的なレビューと改善: AIが生成したコードやドキュメントは、必ず人間がレビューし、その正

確性を確認する必要があります 14。レビューを通じて、AIの生成物の品質を評価し、改善点を
フィードバックすることで、AIの精度を継続的に向上させることができます 12。 

●​ 「相棒」としての文化醸成: Copilotは開発者の代替ではなく、あくまで「コパイロット（副操縦士）」
です 6。AIに任せたからといって責任がなくなるわけではありません。生成された成果物に対し
て責任を持つという文化をチームに根付かせることが、成功の鍵となります。 

 



8.3. 結論：AIとの共進化 
 

GitHub Copilotは、ユーザーの要望するすべてのプロセスを効率化する強力なツールであることが
明らかになりました。しかし、その真価は、単なる自動化ツールとしてではなく、人間とAIが協力して
より良いソフトウェアを開発するという、新しい「共進化」のパラダイムをチームに導入することで発揮

されます。 

AIに任せるべきは、ドキュメントの初期生成、テストコードの足場作り、定型的なバグ修正といった反
復的で時間の掛かる作業です。一方で、人間が担うべきは、システム全体のアーキテクチャ設計、ビ

ジネスロジックの定義、そしてAIが生成した成果物への責任あるレビューです。AIと人間がそれぞれ
の強みを活かし、互いに補完し合うことで、開発プロセスは飛躍的に進化し、より高品質なソフトウェ

アを、より迅速に市場に投入できるようになるでしょう。 
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